
人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち
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令和5年度
有田川町障害者生きがい促進事業

やすらぎふれあいフェスタ
10月14日（土） ユニバーサルスポーツであるモルック
を体験しました



10
月
14
日
（
土
）、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）で
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。

や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
と
は
、

障
害
の
あ
る
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
障

害
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
立
木
早
絵
さ

ん
に
よ
る
講
演
会
「
さ
ら
な
る
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
」
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
に
失

明
し
た
立
木
さ
ん
は
、
津
軽
海
峡
縦
断
リ

レ
ー
や
ア
フ
リ
カ
最
高
峰
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ

ロ
登
頂
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
さ
れ
、
講
演
会
で
は
そ
う
し
た
自
身

の
経
験
を
基
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
他
、
例
年
実
施
し
て
い
る
有
田
圏

域
作
業
所
に
よ
る
物
品
販
売
、
障
害
の
あ

る
方
が
制
作
し
た
作
品
を
展
示
す
る
美
術

展
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
（
ボ
ッ

チ
ャ
・
モ
ル
ッ
ク
）
体
験
や
手
話
体
験
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
備
福
祉

太
鼓
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
に
加
え
て
、
今

年
は
新
た
に
、
K
A
R
N
A
翼
に
よ
る

よ
さ
こ
い
演
舞
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス

ほ
ほ
え
み
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
い
た

だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

やすらぎふれあいフェスタ

さらなる一歩を
踏み出そう

令和5年度（2023年度） 有田川町障害者生きがい促進事業 

⑤

④

⑥⑦

①

②③
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①立木早絵さんによる講演会
②③手話体験
④⑤モルック体験
⑥ボッチャ体験
⑦ファミリーコーラスほほえみの皆さまのコーラス
⑧～⑩ KARNA 翼の皆さまのよさこい演舞
⑪⑫吉備福祉太鼓の皆さまの太鼓演奏
⑬⑭会場内での作業所の物品販売の様子
⑮～⑱作業所や支援学校の作品展示コーナー
※⑰⑱はやすらぎふれあいフェスタ美術展で下記の
　「ふれあい感動大賞」を受賞した作品です。

写
真
解
説

⑪

⑧

⑨

やすらぎふれあいフェスタ美術展表彰式
来場者には数ある作品の中からアンケートで「感動

した作品」を選んでいただき、投票が多かった２作品
に「ふれあい感動大賞」を授与しました。受賞者には
中山町長から賞状と記念品が贈呈されました。
受賞者：【グループ作品の部】

多機能型事業所夢おれんじ「ゆめいろ」（写真⑰）
【個人作品の部】
生駒人女「わたしの好きな花」（写真⑱）

＜ ふれあい感動大賞表彰式の様子＞

⑩⑫

⑬

⑯

⑱ ⑰

⑭⑮

43 広報ありだがわ　2023.12



平
成
16
年
（
2
0
0
4
年
）
に
障
害

者
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
12
月
3
日
～
9

日
を
法
律
に
基
づ
い
て
「
障
害
者
週
間
」

と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
期
間
は
、

広
く
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解

を
深
め
、
障
害
者
が
社
会
活
動
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。
障

害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
そ
の
人
ら
し

さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
共
生
で
き
る
社
会

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
に

割
引
資
格
証
明
を
受
け
、
料
金
所
で
提
示

す
る
こ
と
で
、
通
行
料
金
が
割
引
さ
れ
ま

す
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
場
合
は
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
カ
ー
ド
と
車
載
機
を
登
録
す
る
こ
と
で

利
用
で
き
ま
す
。

・
対
象
者
／
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。
介
護
者
の
場

合
は
、
第
1
種
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
割
引

障
害
者
の
方
が
い
る
世
帯
で
、
町
民
税

の
課
税
状
況
や
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
全

額
免
除
ま
た
は
半
額
免
除
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
対
象
者

　

◦
半
額
免
除
／
契
約
者
が
視
覚
・
聴
覚

　
　

障
害
者
ま
た
は
重
度
の
障
害
者
で
世

　
　

帯
主
の
方
。

　

◦
全
額
免
除
／
世
帯
員
に
障
害
者
手
帳

　
　

を
お
持
ち
の
方
が
お
り
、
世
帯
構
成

　
　

員
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
方
。

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

町
内
在
住
の
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
、

社
会
参
加
と
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、福
祉
タ
ク
シ
ー
券（
年
間
最
大
24
枚
）

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
1
枚
で
タ
ク
シ
ー

の
基
本
料
金
相
当
額
を
助
成
し
ま
す
。

・
対
象
者
／
有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ

て
お
り
、
有
田
川
町
で
管
理
す
る
身
体

障
害
者
手
帳
1
・
2
級
、
療
育
手
帳
Ａ

1
・
A
2
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
1
級
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち

の
方
。

●
自
動
車
改
造
費
助
成

身
体
障
害
者
が
就
労
な
ど
社
会
活
動
へ

の
参
加
に
伴
い
、
自
動
車
を
改
造
す
る
場

合
、
そ
の
自
動
車
の
改
造
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
本
人
、
配
偶
者

お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
っ
て
は

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
対
象
者
／
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

を
お
持
ち
で
、
ハ
ン
ド
ル
や
ア
ク
セ
ル

を
改
造
す
る
必
要
が
あ
る
方
。

・
助
成
額
／
上
限
10
万
円

●
自
動
車
操
作
訓
練
費
助
成

身
体
障
害
者
が
就
労
な
ど
社
会
活
動
へ

の
参
加
に
伴
い
、
自
動
車
運
転
免
許
証
を

取
得
す
る
場
合
、
取
得
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
対
象
者
／
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
4
級

を
お
持
ち
で
、
就
労
な
ど
の
社
会
活
動

へ
参
加
す
る
方
。

・
助
成
額
／
免
許
取
得
に
要
す
る
費
用
の

3
分
の
2
（
上
限
10
万
円
）

●
重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造
助
成

在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
、
ト

イ
レ
や
玄
関
な
ど
の
住
宅
改
造
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
対
象
者
／
肢
体
不
自
由
、
じ
ん
臓
、
ま

た
は
視
覚
障
害
の
1
級
も
し
く
は
2
級

の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
町
民

税
所
得
割
額
が
46
万
円
未
満
で
あ
る
方

・
助
成
額
／
最
大
40
万
円
程
度　

※
費
用
や
課
税
状
況
等
に
応
じ
て
助
成
額

が
変
動
し
ま
す
。

●
障
害
者
通
所
施
設
遠
距
離
通
所
補
助
金
制
度

町
内
外
の
障
害
者
施
設
ま
で
の
距
離
が

2
㎞
以
上
で
あ
り
、
路
線
バ
ス
・
鉄
道
を

利
用
し
た
通
所
に
対
し
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
と
障
害
者
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
補

助
金
を
支
給
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ま
の
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
家
族
へ

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
害
も
し
く
は
長
期
に

わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る

児
童
を
監
護
す
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
、
主

と
し
て
対
象
児
童
の
生
計
を
維
持
す
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
有

す
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の

20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
障
害
児
通
所
施
設
遠
距
離
通
所
補
助
金
制
度

町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設
ま
で
の
距

離
が
4
㎞
以
上
の
通
所
に
対
し
、
保
護
者

の
負
担
の
軽
減
と
児
童
の
療
育
の
場
の
確

保
の
た
め
、
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク

有
田
川
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
利

用
で
き
る
制
度
な
ど
を
ま
と
め
た
「
障
害

児
者
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

●
配
布
場
所
／
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋

庁
舎
）・
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
清
水

行
政
局
住
民
福
祉
室
・
各
出
張
所

ご存じですか？こんな制度

12月3日～9日は
「障害者週間」です

問やすらぎ福祉課（金屋庁舎）
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手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

手話でしりとり！「き○」

左手を握って肘をた立て、
肘の下で右手を開きます。

ご存じですか？
ヘルプマーク
障害のある人の中には、見た目で
はわかりづらい障害を持っている人や意思表示が
できない人がいます。そのような人たちが周囲に
配慮を必要としていることを知らせるのがヘルプ
マークです。ヘルプマークをつけている人を見か
けたら、席を譲ったり、災害時の避難を支援した
りしてください。障害者手帳がなくても、難病の
方や妊娠初期の方も使用できます。

有田川町に在住・在勤する方または団体を対象に、ユ
ニバーサルスポーツ用具を貸し出ししています。現在貸
出しているのは、パラリンピックの種目にも選ばれてい
る「ボッチャ」、ユニバーサルスポーツとして注目を浴
びている「モルック」の 2種類です。学校やサークル、
会社の活動としてぜひご利用ください。費用は無料です。
※ユニバーサルスポーツ用品（ボッチャ・モルック）は
株式会社古勝様から寄贈いただきました。

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

続けてみよう！

先月号の答えは「すすき」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント…何事もき◯が大事です。

ユニバーサルスポーツ用品
貸し出します

＜モルック＞＜ボッチャ＞

下記各お問い合せ先：やすらぎ福祉課（金屋庁舎）

●手話講習会
町民向けの手話講習会を開催しています。初心者クラス・ステップアッ
プクラスの 2つがあり、レベルに応じて参加いただけます。また、こども
クラスもありますので、手話を学びたいお子さまも大歓迎です。途中から
でも申し込みいただけますので、お気軽にお声がけください。

＜手話講習会の様子＞

手話を学んでみませんか？

●有田川町身体障害者福祉連盟
身体障害者が住みやすい町を目指し、日々の生活を明るくすることを目
的に活動しています。今年度は歩行訓練などの事業を再開し、障害者スポー
ツのボッチャ体験も実施しました。さまざまな活動を通して会員同士の交
流を楽しみませんか。身体障害のある方で当連盟の目的に賛同いただける
方であればどなたでも加入できます。

＜歩行訓練の様子＞

●有田川障がい児者父母の会
障害児者をもつ父母とその障害児者の方々で構成されています。この会
は、会員相互の情報交換の場となるとともに、障害児者の福祉増進を図っ
ています。主な活動は療育事業（1泊2日や日帰りの旅行）、ボッチャ体験会、
和歌山県主催の親子のつどいなどです。

＜ボッチャ体験会の様子＞

一緒に活動しませんか？
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祝 100 歳 
おめでとうございます

上田 操さん（彦ケ瀬）
松田 博一さん（東大谷）

［　お名前のみのご紹介　］

真砂 千代子さん（長田）

11月 1 日（水）に、有田ライオンズクラブ様が奉仕作業として、石垣小学校の遊具のペンキ塗りを行っ
てくれました（協賛 : 株式会社亀井様）。きれいになった遊具を見て、児童も大変喜んでいました。
誠にありがとうございました。

有田ライオンズクラブ様が遊具のペンキ塗りを行ってくれました

文化祭開催
今年も有田川町文化協会主催の文
化祭が各地区で開催されました。文
化協会会員の作品をはじめ、公民館
活動の教室で制作した作品や一般の
方からの作品などを展示しました。
また、吉備地区の文化祭では、囲碁・
将棋大会が行われました。囲碁大会
では、日本棋院和歌山支部長の木村
直登さんをお迎えし、多くの方が参
加されました。
ご来場いただきました皆さま、作
品出展をはじめ開催にご協力いただ
いた皆さま、本当にありがとうござ
いました。
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第 8 回 有田川 Library を
使った調べる学習コンクール
「これは何だろう？」「どうしてだろう？」──。
子どもたちが、疑問に思ったことを図書館の本を
使って調べ、一つの作品にまとめて応募する「調
べる学習コンクール」。今年は 250 作品の応募があ
り、その中から 4作品を全国コンクールに推薦し
ます。写真は受賞者の皆さまです。おめでとうご
ざいます！

全国コンクールへ推薦する作品の作者
   小学校低学年の部　藤並小学校　　1 年生　上野すずさん

   小学校中学年の部　御霊小学校　　4 年生　北紘夢さん
   　　　　　　　　　鳥屋城小学校　4 年生　雨乞由奈さん

   小学校高学年の部　田殿小学校　　6 年生　若宮彩珠さん

モンテ・オウ・コスモス開催！
10 月 15 日（日）、モンテ・オウ・コスモスを開

催しました。ランナーはきび東グラウンドからコス
モスパークまでの標高差約 500m、約 10㎞のコース
を駆け上がりました。

第 14 回有田川町自主防災組織研修会を実施しました
10 月 7 日（土）にきびドームにて第 14 回有田川町自

主防災組織研修会を実施しました。町内自主防災組織
会長や区長約 110 名が参加しました。
研修会では、和歌山地方気象台の講演や町内取組事例

として中野地区自主防災組織と9月17日（日）に実施された
第2回藤並区民防災運動会についての発表がありました。

写真＝①自主防災組織研修会の様子、②～⑤藤並区民防災運動会の様子

⑤④

①

② ③
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令和 5 年度和歌山県花を愛する県民の集い

写真右＝事例発表をされる佐々木さん
佐々木さんは「第 33 回全国花のまちづくりコ
ンクール」個人部門でも入選されています。

和歌山県社会福祉功労者
知事感謝状

10 月 14 日（土）に令和５年度（2023 年度）「和歌山県花を愛する県民の集い」総会・大会が有田川町金屋文
化保健センターで開催されました。表彰式において、贈呈・受賞された有田川町の団体・個人は次のとおりです。
また、開催地である有田川町に対し、町内での花いっぱいの普及を目的とし、花の種 1,000 袋が贈呈されました。

10 月 23 日（月）、和歌山県民文化会館において、令
和 5年度（2023 年度）和歌山県社会福祉功労者表彰式
が開催されました。
表彰式では、森本啓司さん、上続志津子さんが和歌

山県社会福祉功労者知事感謝状を、井爪昌博さん、長
硲智さんが和歌山県社会福祉協議会会長表彰を、それ
ぞれ受賞されました。

森本 啓司さん（三瀬川）
上続 志津子さん（延坂）

和歌山県社会福祉協議会
会長表彰

井爪 昌博さん（丹生）
長硲 智さん（川合）

写真（左から）＝中山町長、森本啓司さん、井爪昌博さん

佐々木 裕哲さん（下津野）金屋中学校（代表：髙垣安弘校長）

「和歌山県花を愛する県民の集い」
功労者感謝状

「第 27 回和歌山県
花いっぱいコンクール（家庭の部）」

最優秀賞

写真左＝髙垣校長（上段右から 2 番目）、佐々木さん（上段左から 1 番目）
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U-15 ホッケー日本代表に選出されました

写真＝和歌山県青少年育成県民運動推進委員の皆さまと中山町長

子供・若者育成支援強調月間
～知事メッセージ伝達式～

和歌山県では、毎年 11 月を「子供・若者育成
支援強調月間」と定め、育成支援活動へのご理解、
ご協力を仰ぐとともに、市町村をはじめ、関係機関、
団体および地域社会が一体となり、子供・若者が
健やかに成長することを心から願い、日々健全育
成に励んでいます。
これに伴い、岸本周平和歌山県知事より「令和
5年度（2023 年度）子供・若者育成支援強調月間」
に関しての知事メッセージを頂き、和歌山県青少
年育成県民運動推進委員の野田義文さん（写真右
から 2番目）、星田仁志さん（写真左から 2番目）
によって中山町長に伝達されました。

吉備中学校３年生の山下雄舞さんが、和歌山県の中学校
ホッケー選手として初めて日本代表選手に選出されました。
山下さんは、11 月 23 日（木・祝）からオーストラリア
で行われる国際大会に 15 歳以下のホッケー日本代表チー
ムとして参加します。また、吉備中学校ホッケー部顧問
の山田先生も、Ｕ-15 ホッケー日本代表女子チームのヘッ
ドコーチとして同大会に参加します。 写真（左から）＝中山町長、山下雄舞さん、吉備中学校 

山田享平先生

11 月 1 日（水）、株式会社古勝（天満）代表取
締役社長寺村公博さんより、モルック用品一式の
他、栄養指導フードモデル、知育教材などの寄贈
を賜りました。
「モルック」はフィンランドの伝統的なゲームを
元に、老若男女が楽しめるものとして考えられた
アウトドアスポーツです。先に寄贈いただいたボッ
チャ用品一式と共に、やすらぎ福祉課で貸し出し
をさせていただきます。
寺村さんには平成 26 年度（2014 年度）から、

車椅子や子育て支援用品などの寄贈を賜っており
本年度で 10 年目となります。多年にわたり地域福
祉の向上に貢献されたことに感謝の意を表し、中
山町長より感謝状を贈呈しました。誠にありがと
うございました。

写真（左から）＝中山町長、株式会社古勝 代表取締役社長寺村公博さん

株式会社古勝様に感謝状を贈呈

山下 雄舞さん（下津野）
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

問長寿支援課（金屋庁舎）

パン食い競争や玉入れなど、思い出の種目を室内
で見事に再現した「五郷サロン運動会」が、10 月
19 日（木）に開催されました。笑いと歓声が飛び
交う種目で構成され、今回の参加選手の最高年齢
は 94 歳です。差し入れのみかんでも一種目、「みか
ん摘み取り」と題したみかん袋入れ競争が始まり白
熱した戦いが行われました。「一番楽しかった種目
は？」の質問には、全員一致で「玉入れ！」と答え
てくれました。クリスマス会やお花見など、どの行
事も全員が楽しく参加できるように工夫がされてい
るので、五郷サロンはいつも笑いがいっぱいです。

庄二公民館の運動グループの皆さまが管理栄養
士の方から毎日の食事についてのお話を聞きまし
た。バランスのよい食事がとれているか、前日の
食事内容を思い出してもらいながら確認しまし
た。海藻類は、普段なかなかとりにくい食品です
が、「レタスの上にのせてサラダにしているよ」
や「メカブの中にオクラを入れて食べているよ」
など、食事の一工夫について参加者同士で話がで
き、新しい情報を知る機会となりました。
高齢になると、食事量の減少や食べる物の偏り、
調理の負担などにより、体の維持に必要な栄養が不
足しがちになります。納豆やしらすなど調理せずに
食べられる食品や魚、肉の缶詰などをうまく活用し、
バランスの良い食事を心がけてみましょう。

4 年ぶり！五郷サロン運動会

毎日の食事で十分な栄養
とれていますか？

（管理栄養士さんが運動グループへ）
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暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に
ご
注
意

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
の
多
く
は
、
使

用
者
の「
誤
使
用
・
不
注
意
」が
原
因
で
す
。

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
場
合
は
次
の
内
容

を
守
り
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
や
電
気
こ
た
つ
を
つ
け
っ
ぱ

な
し
に
せ
ず
、
就
寝
時
や
外
出
時
に
は

確
実
に
消
す
。

・
ス
ト
ー
ブ
や
電
気
こ
た
つ
で
衣
服
を
乾

か
さ
な
い
。
ま
た
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
く
に
置
か
な
い
。

・
電
気
コ
ー
ド
な
ど
の
配
線
は
、
折
れ
曲

が
り
に
注
意
し
、
ほ
こ
り
が
溜
ま
り
や

す
い
と
こ
ろ
は
定
期
的
に
清
掃
す
る
。

※
冬
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
小
さ
な
火
で

も
容
易
に
大
き
な
火
災
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
う
し
た
出
火
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、使
用
方
法
の
確
認
を
行
い
、

暖
房
器
具
の
正
し
い
使
用
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

心
肺
蘇
生
法

も
し
今
、
あ
な
た
の
家
族
や
友
人
が
突

然
倒
れ
、
呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
心
肺
蘇
生
な
ど
の

救
命
処
置
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

心
肺
停
止
し
て
い
る
人
へ
の
救
命
処
置
は

一
分
一
秒
を
争
い
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
救
命
の
可
能
性
は
低
下
し
ま
す
。
大
切

な
家
族
や
友
人
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た
が
心
肺
蘇
生

な
ど
の
救
命
処
置
を
行
う
こ
と
が
非
常
に

重
要
で
す
。お
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
心
肺
蘇
生
の
基
礎
知
識
を
学

べ
る
「
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
」
を
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
か
次
の
順
序
で

総
務
省
消
防
庁
の
サ
イ
ト
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

火
災　
…　
12
件

救
急　
…　
1
1
5
４
件

救
助　
…　
16
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

10
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

［
総
務
省
消
防
庁
→
刊
行
物
→
救
急
お

役
立
ち
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
→
一
般
市
民
向

け
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
］

消
防
署
で
は
、
訓
練
用
の
人
形
を
使
用

し
て
、
胸
骨
圧
迫
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
習
会
が
あ
り
ま
す

の
で
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
消
防

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
有
田
川
町
消
防
本
部

☎
５
２
‐
５
９
５
０

年
末
警
戒
、出
初
式
の
ご
案
内

●
年
末
警
戒
／
12
月
28
日（
木
）～
29
日（
金
）

●
消
防
団
出
初
式

・
日
時
／
令
和
６
年
（
2
0
2
4
年
）

1
月
14
日
（
日
）

・
場
所
／
明
恵
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

※
雨
天
時
は
き
び
ド
ー
ム
で
実
施
。

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日19時～翌朝9時、土日祝9時～翌朝9時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

令
和
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
火
を
消
し
て　
不
安
を
消
し
て　
つ
な
ぐ
未
来
」
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体
液
が
失
わ
れ
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

●
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
に
注
意

冬
は
特
に
寒
さ
の
影
響
で
血
圧
が
変
動

す
る
季
節
で
も
あ
る
た
め
、
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
に
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
、

寒
く
な
り
血
圧
が
上
昇
す
る
こ
と
が
原
因

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
水
分
不
足
も
要

因
の
一
つ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
分

摂
取
が
少
な
い
と
、
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
状

態
に
な
り
ま
す
。
ド
ロ
ド
ロ
の
血
液
は
、

血
管
に
詰
ま
り
や
す
く
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
の
取
り
す
ぎ
に
注
意

こ
の
時
期
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で

飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
利
尿
作
用
が
あ
る
た

め
、
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
う
と
体
は
脱
水
状

態
に
な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
だ

ら
、
意
識
的
に
水
分
補
給
も
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

 

冬
の
脱
水
症
状

●
な
ぜ
冬
で
も
脱
水
症
に
な
る
の
で
し
ょ
う

夏
場
は
、
脱
水
症
・
熱
中
症
対
策
で
意

識
し
て
水
分
を
と
る
習
慣
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
乾
燥
す
る
冬
に
脱
水
症
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
間
の
体
の
約
60
％
が
水
分
で
す
。
毎

日
、
食
べ
物
や
飲
み
物
な
ど
か
ら
約
2
～

2
.
5
ℓ
の
水
分
を
補
給
し
、
尿
や
便
、

汗
と
し
て
同
じ
く
ら
い
の
水
分
を
体
か
ら

排
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ど
の
季
節

で
あ
っ
て
も
あ
ま
り
変
動
は
あ
り
ま
せ

ん
。
汗
を
か
く
夏
場
は
、
特
に
水
分
補
給

を
意
識
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
冬
で

も
乾
燥
し
水
分
は
体
外
に
排
出
さ
れ
て
い

る
た
め
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、「
乾
燥
」

が
原
因
で
体
液
が
不
足
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
体
液
は
、
汗
や
尿
の
ほ
か
、
皮
膚
か

ら
の
水
分
蒸
発
に
よ
っ
て
も
外
に
出
て
い

き
ま
す
。
温
度
が
低
く
、
乾
燥
す
る
季
節

は
、
こ
の
水
分
蒸
発
が
進
む
た
め
、
よ
り

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

●
脱
水
症
状

・
食
欲
不
振

・
の
ど
が
渇
く

・
体
重
が
短
期
間
で
減
っ
て
い
る

・
尿
の
色
が
濃
く
な
っ
て
い
る

・
風
邪
で
な
い
の
に
37
度
前
後
の
熱
が
あ

る
・
皮
膚
が
乾
燥
し
、
つ
や
が
な
い

・
疲
れ
を
感
じ
る

●
冬
の
脱
水
症
状
予
防
の
た
め
に

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
（
経
口
補
水
液
、

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
）

・
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
、
乾
燥
を
防
ぐ

・
3
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

・
肌
の
露
出
が
少
な
い
服
を
着
る

・
肌
を
保
湿
ク
リ
ー
ム
で
保
湿
す
る

イベント キノピー教室
～キノピーがやってくるよ！～

●日時／12月22日（金）10:00～11:00
●場所／子育て支援センター
●定員／20組程度
●参加費／無料
●申込／12月1日（金）8:30～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（12月1日・8日・15日・22日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

冬
の
脱
水
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

・令和 6 年（2024 年）1 月 16 日（火）　
8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター
 特定・胃・大腸・胸部・乳房

申込期限：12 月 15 日（金）

・令和 6 年（2024 年）1 月 21 日（日）　
8:00 ～ 9:00 きびドーム
 特定・胃・大腸・胸部・乳房

申込期限：12 月 21 日（木）

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

12 月 7 日（木）　
令和 6 年（2024 年）1 月 4 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

12 月 1 日（金）
・一般健康相談、骨密度測定
■場所／清水保健センター
12 月 6 日（水）
・一般健康相談、健診結果の振り返り
・運動教室「関節を整え体の流れを改善エクササイズ」
・栄養講座「あなたの野菜摂取量は？」
■場所／金屋文化保健センター

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

12 月 4 日（月）清水保健センター
12 月 7 日（木）金屋文化保健センター
12 月 21 日（木）金屋文化保健センター
令和6年（2024年）1月 4日（木） 金屋文化保健センター
令和6年（2024年）1月15日（月） 清水保健センター

※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 5 年（2023 年）8 月生まれ］
　12 月 26 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 5 年（2023 年）1 月生まれ］
　12 月 5 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）4 月生まれ］
　12 月 20 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 3 年（2021 年）9 月生まれ］
　12 月 27 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和 2 年（2020 年）5 月生まれ］
　12 月 12 日（火）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 5 年（2023 年）10 月）

加入者数 6,934 人

支払額 2 億 9,509 万円

1 人当たりの医療費
4 万 2,557 円

（前年同月 4 万 2,163 円）

令和 4 年度（2022 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 1,169 円／月

49 万 4,029 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00
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問こども教育課（金屋庁舎）
交流会 ・運動会

9 月 28 日（木）にマレーシアのプトラジャヤにある小学校の児童 15 名との交流会が開催されました。セ
レモニーでは、それぞれの学校紹介や記念品を交換しました。その後、田殿小学校 5年生の児童と書写で交
流授業を行いました。マレーシアの児童・先生方も日本の文化に触れて喜んでくれました。今回の交流は、
双方の児童にとって、互いの異なる文化・習慣・言語に触れ、国際理解を深める貴重な経験となりました。

田殿小学校　マレーシアの小学生との交流会

保育所　運動会
藤並保育所 10 月 21 日（土）、きび森の保育所 9月 30 日（土）、金屋第一保育所・金屋第二保育所・金屋

第三保育所 10 月 5 日（木）、清水保育所 10 月 7 日（土）に運動会が開催されました。
子どもたちは元気いっぱいに取り組み、最高の笑顔を見せてくれました。

金屋第一保育所 金屋第二保育所 清水保育所
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原画展
石川えりこ絵本原画展

期間／ 12 月 27 日（水）まで
時間／ 12：00 ～ 16：00
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※申し込み不要

日時／ 12 月 12 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児

おはなし会
①日程／ 12 月 3 日（日）・10 日（日）
　　　         　 17 日（日）・24 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 12 月 9 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書室

③日程／ 12 月 23 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／しみず図書室

新着図書案内

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

今月の移動図書館

※掲載しているイベントについて、やむを得ず中止または実施内容
が変更される場合があります。最新の情報は、町ホームページを
ご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせください。

年末年始の休館日／ 12 月 28 日（木）～令和 6 年 1 月 3 日（水）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

12 月 6 日（水）　小川小学校　12:45 ～ 13:10
12 月 7 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
12 月 13 日（水）　しみず園　　15:30 ～ 16:00
12 月 14 日（木）　安諦小学校　12:40 ～ 13:00
12 月 15 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00
12 月 20 日（水）　小川小学校　12:45 ～ 13:10

蔵書点検
期間／ ALEC　12 月 12 日（火）～ 15 日（金）
　　　 金屋図書館　12 月 5 日（火）～ 8 日（金）
※蔵書点検の期間中は貸し出しを行いません。
　返却は通常通り行えます。
※期間は変更になる場合があります。

ブックラザ
「毛玉でクリスマスオーナメントを作ろう」

　日時／ 12 月 21 日（木）10:30 ～約 60 分
場所／金屋図書館 
対象／ 2 歳～未就園児
定員／先着 15 組　※申し込み不要

■一般書
夢幻　………………………………… 曾野綾子／著
モモ 100％　 …………………… 日比野コレコ／著
煩悩　………………………………… 山下紘加／著
なれのはて　…………………… 加藤シゲアキ／著
トゥデイズ　…………………………… 長嶋有／著
スピノザの診察室　………………… 夏川草介／著
私労働小説 ザ・シット・ジョブ
……………………………… ブレイディみかこ／著
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局 

建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

年
末
年
始
は
環
境
セ
ン
タ
ー
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
収
集
場
が
休
業
す
る
こ
と
に
伴

い
、
ご
み
収
集
を
行
な
わ
な
い
日
が
あ
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
回
覧
物

や
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

子
ど
も
服
リ
ユ
ー
ス
運
動

保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
「
使
わ
な
く

な
っ
た
け
れ
ど
、
捨
て
る
に
は
も
っ
た
い

な
い
」
と
い
う
子
ど
も
服
を
無
償
で
ご
提

供
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
ご
家

庭
で
再
利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
で
き
る
仕
組

み
が
、
子
ど
も
服
リ
ユ
ー
ス
運
動
で
す
。

こ
の
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
資
源
の

無
駄
を
減
ら
し
、
地
域
の
持
続
可
能
な
成

長
に
役
立
つ
活
動
で
す
。

●
参
加
方
法

①
町
立
保
育
所
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
て
い
る
古
着
リ
ユ
ー
ス
回
収
箱
に
古

着
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

※
こ
の
時
点
で
役
場
の
所
有
物
に
な
り
ま
す
。

②
古
着
リ
ユ
ー
ス
回
収
箱
に
入
れ
て
い
た

だ
い
た
子
ど
も
服
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

機
会
を
通
じ
て
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

※
1
0
0
円
程
度
の
協
力
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
残
っ
た
古
着
は
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
に
お
渡
し
し
ま
す
。

③
い
た
だ
い
た
協
力
金
は
、
保
育
所
の
絵

本
の
購
入
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

●
注
意
点

・
お
お
む
ね
6
歳
児
用
ま
で
の
で
子
ど
も

服
を
対
象
と
し
ま
す
。

・
必
ず
洗
濯
し
た
上
で
、
き
れ
い
に
畳
ん

で
回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
販
売
し
ま
す
。

・
子
ど
も
服
の
転
売
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

和
歌
山
県
と
和
歌
山
県
獣
医
師
会
主
催

の
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
10
月

22
日
（
日
）
に
き
び
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
動

物
の
愛
護
と
適
切
な
飼
い
方
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
か
ら
ミ
ニ

チ
ュ
ア
ホ
ー
ス
、
ヤ
ギ
、
ウ
サ
ギ
、
モ
ル

モ
ッ
ト
が
や
っ
て
き
て
、
訪
れ
た
方
々
は

動
物
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
と
の
避

難
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
来
場
者
の
方
に
と
っ
て
は
、
動

物
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、
動
物

の
大
切
さ
と
保
護
の
重
要
性
に
つ
い
て
学

び
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

家庭から出る
燃えるごみの収集量

令和 5 年（2023 年）9 月／約 282 トン
前月から約 30 トンの減少

最近よく“SDG ｓ（エス・ディー・ジーズ）”という言葉を耳に
します。

これは国連が定めた「持続可能な開発目標」の呼び名です。
ごく簡単に言うと「みんなが幸せで快適な生活を送れるような未

来を作るための目標」でしょうか。
私たち生活者が直接 SDG ｓに取り組める活動の一つがごみの減量

化です。例えば、リユース服を選ぶことやコンポストを利用して生
ごみの量を減らすことも SDG ｓ達成に向けた大切な取り組みです。

より良い地球の未来のためにごみを減らしましょう！

＜講演会の様子＞

＜会場の様子＞
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７
月
30
日
（
日
）
に
、
金
屋
文
化
保
健

セ
ン
タ
ー
に
て
、
読
売
テ
レ
ビ
放
送
特
別

解
説
委
員
の
高
岡
達
之
先
生
の
お
話
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
講
演
し
て
く
だ
さ
り
、
あ
っ
と
い

う
間
の
90
分
で
し
た
。

人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
権
利
で
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い

る
権
利
で
す
。
先
生
の
話
で
は
、
人
権
と

は
、
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
自
分
も
大

切
に
す
る
こ
と
、
相
手
を
幸
せ
に
す
る
こ

と
、
自
然
に
相
手
を
喜
ば
せ
る
こ
と
で
あ

る
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
あ
り

が
と
う
」
は
感
謝
の
心
を
あ
ら
わ
す
魔
法

の
言
葉
で
す
。
毎
日
ど
れ
だ
け
、
パ
ー
ト

ナ
ー
や
子
ど
も
た
ち
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
伝
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
自
分
に
問
い

か
け
て
ほ
し
い
、
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
米
国
の

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
お
話
で
し
た
。
今

も
国
民
か
ら
一
定
の
支
持
を
得
て
い
る
理

由
に
つ
い
て
、
米
国
内
で
の
社
会
的
な
事

情
や
人
権
的
な
観
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
日

は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
講
演
を
聞
き
に
来

て
く
だ
さ
り
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
人
権
映
画
会
、
人
権
講
演
会

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人
権
啓
発
標
語
に
つ
い
て
、
今
年
度

は
「
命
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
、
計

1
0
0
6
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
毎
年
、
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々

で
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
来
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
、「
命
」
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、
日
々

の
生
活
が
よ
り
一
層
豊
か
に
な
り
ま
す
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
理
事　

中
林 

良
子

 

高
岡
達
之
先
生
の

　
　
　
　
講
演
を
聞
い
て

今
年
度
は「
命
」
を
テ
ー
マ
に
、合
計

1
0
0
6
作
品
も
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。紙
面
の
都
合
上
、各
部
門
最
優
秀
賞

お
よ
び
優
秀
賞
の
み
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称

略
） 

後
日
、入
賞
作
品
集
を
作
成
し
、配
布

す
る
予
定
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 12 月 21 日（木）13:00~16:00
●場所／きび保健福祉センター

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570-003-110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

■
小
学
生
の
部

●
最
優
秀
賞

大
切
に 

命
は
ひ
と
り
に 

ひ
と
つ
だ
け

藤
並
小
学
校
6
年　

吉
田 

安
那

●
優
秀
賞

た
い
せ
つ
に 

み
ら
い
へ
つ
づ
く 

こ
の
い
の
ち

田
殿
小
学
校
2
年　

上
田 

侑
芽

み
と
め
あ
い 

よ
り
そ
う
こ
こ
ろ

 

す
く
え
る
い
の
ち

田
殿
小
学
校
2
年　

岩
藤 

心
咲

■
中
学
生
の
部

●
最
優
秀
賞

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

そ
の
書
き
こ
み
は　

大
丈
夫
？

吉
備
中
学
校
3
年　

喜
多 

千
夏

●
優
秀
賞

唯
一
無
二 

親
か
ら
も
ら
っ
た 

宝
物

石
垣
中
学
校
3
年　

武
田 

琉
那

命
よ
り 

大
切
な
も
の
っ
て 

何
で
す
か

吉
備
中
学
校
1
年　

三
木 

葵
乃

■
一
般
の
部

●
最
優
秀
賞

大
事
に
し
よ
う 

奇
跡
の
よ
う
な　

こ
の
命

栗
山 

吉
榮
（
下
津
野
）

●
優
秀
賞

喜
怒
哀
楽 

生
き
て
い
る
証 

命
に
感
謝

上
岡 

ま
み
（
天
満
）

 

令
和
5
年
度（
２
０
２
３
年
度
）

人
権
啓
発
標
語
入
賞
作
品

総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。
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まちのデータ
（令和 5年（2023 年）10 月末日現在）

人口 2万 5,443 人
男 1万 2,064 人
女 1万 3,379 人

1 万 736 世帯

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

里
親
相
談
会
の
開
催

里
親
制
度
ご
存
じ
で
す
か
？

里
親
相
談
会
・
里
親
制
度
パ
ネ
ル
展
示

を
開
催
し
ま
す
。

・
里
親
に
な
る
に
は
資
格
が
い
る
の
？

・
ど
う
し
た
ら
里
親
に
な
れ
る
の
？

・
里
親
と
養
子
縁
組
の
違
い
は
？

・
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
な
？

里
親
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
里
親
に

つ
い
て
知
り
た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
、

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
里
親
相
談
会

・
日
時
／
12
月
13
日
（
水
）
13
時
～
15
時

・
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）
研
修
室

●
パ
ネ
ル
展
示

・
期
間
／
12
月
7
日
（
木
）
～
12
月
13
日

（
水
）

・
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）

※
状
況
に
よ
り
、
変
更
・
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問

社
会
福
祉
法
人
和
歌
山
つ
く
し
会

　

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー 

な
で
し
こ

　

☎
０
７
３
６
‐
６
７
‐
7
5
8
4

｝

健 

康

◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

健
康
診
査
は
受
け
ま
し
た
か
？

健
康
診
査
は
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）

2
月
末
日
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
券
を
お
持
ち
で
ま
だ
健
康
診
査
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
自
身

の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
の
方
に
は
5
月
末
に
受
診
券
な
ど
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
券
を
紛
失
し
た

場
合
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
医
療
健
康
診
査

・
対
象
者
／
75
歳
以
上
の
方
。
65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
が
あ
り
、
認

定
を
受
け
ら
れ
た
方
。

・
検
査
項
目
／
問
診
・
計
測
・
診
察
・
脂

質
・
肝
機
能
・
尿
・
腎
機
能
・
代
謝
系

・
実
施
場
所
／
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

・
費
用
／
無
料

●
歯
科
健
康
診
査

・
対
象
者
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

3
月
末
で
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
の
方
と
、

90
歳
以
上
の
方

・
検
査
項
目
／
問
診
・
口
腔
内
検
査
・
口

腔
機
能
検
査

・
実
施
場
所
／
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

・
費
用
／
無
料

問

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品 

使
い
ま
せ
ん
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場

合
に
、
1
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
２
０
０

円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を

対
象
に
、
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か

け
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の

改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
や

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
6
6
8
8

城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 − 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

交通事故発生件数
（10月中、物損含む）

有田川町 53 件
死者 0人　負傷 1人

有田湯浅警察署調べ

広報ありだがわが
アプリで読める！

広 報 あ り だ が わ
と町議会広報かわら
版をアプリ「マチイ
ロ」でご覧いただけ
ます。利用料は無料。

発 行 日 に は プ ッ
シュ通知でお知らせ
します。

お知らせお知らせ
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福 

祉

◆
◆
◆

有
田
川
町
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

福
祉
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

福
祉
手
当
は
、
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
当
て
は
ま
り
、
対

象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
11
月
上

旬
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
る
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

・
有
田
川
町
が
管
理
し
て
い
る
重
度
の
各

種
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

・
在
宅
の
方
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
有
料

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
は
対
象
）

※
ま
だ
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
必
要
事
項
を
ご
確
認
の
上
、
至
急

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

事
業
者

◆
◆
◆

令
和
6
・
7
年
度

入
札
参
加
資
格
登
録
の
受
け
付
け
開
始

令
和
6
・
7
年
度
（
2
0
2
4
・

2
0
2
5
年
度
）
の
2
年
間
有
効
と
な

る
有
田
川
町
入
札
参
加
資
格
登
録
申
請
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
申
請
要
領
に
従
っ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
登
録
中
の
場
合
も
、
令
和

れ
る
場
合
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。

な
お
、
有
田
川
町
入
札
参
加
資
格
登
録

申
請
要
領
（
建
設
工
事
）
に
基
づ
く
登
録

を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

●
提
出
期
間
／
随
時

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う　

※
郵
送
可

●
提
出
先
／
財
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

●
申
請
書
類
／
財
務
課
お
よ
び
清
水
行
政

局
総
務
政
策
室
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
有
効
期
間
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）4
月
1
日
～
令
和
8
年（
2
0
2
6

年
）
3
月
31
日

問

財
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

税 

金

◆
◆
◆

家
屋
・
土
地
の
変
更
の

届
け
出
は
税
務
課
ま
で

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

で
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
令
和
5
年

（
2
0
2
3
年
）
中
に
新
築
・
増
築
・
取

り
壊
し
の
あ
っ
た
家
屋
ま
た
は
用
途
の
変

更
が
あ
っ
た
土
地
（
田
畑
を
造
成
し
た
な

ど
）
に
つ
い
て
は
税
務
課
ま
で
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

6
年
（
2
0
2
4
年
）
3
月
ま
で
が
有

効
期
間
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
登
録
を

希
望
さ
れ
る
場
合
も
、申
請
が
必
要
で
す
。

●
提
出
期
間
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）1
月
4
日（
木
）～
2
月
29
日（
木
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う　

※
郵
送
可

※
期
間
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
期

間
内
に
提
出
い
た
だ
い
た
方
を
優
先
す

る
た
め
、
登
録
が
完
了
す
る
ま
で
日
数

を
要
し
ま
す
。

●
提
出
先
／
財
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

●
申
請
書
類
／
財
務
課
お
よ
び
清
水
行
政

局
総
務
政
策
室
で
配
布
し
ま
す
。ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
有
効
期
間
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）4
月
1
日
～
令
和
8
年（
2
0
2
6

年
）
3
月
31
日

問

財
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

令
和
6
・
7
年
度　

小
規
模
修
繕
等

参
加
資
格
登
録
の
受
け
付
け
開
始

有
田
川
町
が
発
注
す
る
少
額
で
簡
易
な

工
事
や
修
繕
な
ど
を
対
象
と
す
る
有
田
川

町
小
規
模
修
繕
等
参
加
登
録
申
請
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る
方

は
、
申
請
要
領
に
従
っ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

現
在
登
録
中
の
場
合
も
、
令
和
6
年

（
2
0
2
4
年
）
3
月
ま
で
が
有
効
期
間

と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
登
録
を
希
望
さ

令
和
5
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

登
録
申
請
手
続
き
の
相
談
会
」

10
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
消
費
税
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
概
要
の
説
明
会
お
よ
び
登
録

申
請
手
続
き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
20
日
（
水
）
14
時
～
15
時

●
場
所
／
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税

協
会 

3
階
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅

2
4
3
0
番
地
77
）

●
定
員
／
20
人
（
先
着
順
・
電
話
予
約
要
）

●
申
込
先
／
湯
浅
税
務
署 

個
人
課
税
部

門 

☎
６
３
‐
5
4
0
3
（
直
通
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
へ
の

登
録
の
要
否
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
に
個
別
相
談
の
ご
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
イ
ン
ボ
イ
ス
の
制
度
の
仕
組
み
か
ら
お

知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、
ま
ず
は
前

記
説
明
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ご
予
約
さ
れ
ず
に
来
署
い
た
だ
い
た
場

合
、
ご
対
応
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
予
約
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問

湯
浅
税
務
署  

個
人
課
税
部
門

　

☎
６
３
‐
5
4
0
3

お知らせお知らせ
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ど
、
相
当
な
規
模
で
あ
る
こ
と
を
表
す

る
語
句
を
冠
す
る
大
会
で
1
位
か
ら
3

位
ま
で
の
成
績
を
挙
げ
た
方
。

・
ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞
／
県
大
会
で
1
位
の

成
績
を
挙
げ
た
方
。

・
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ュ
ニ
ア
賞
／
小
学
生
以
下

を
出
場
者
と
し
、「
全
日
本
」
な
ど
、

全
国
規
模
を
表
す
る
語
句
を
冠
す
る
大

会
で
入
賞
し
た
方
。「
近
畿
」「
関
西
」

な
ど
、
相
当
な
規
模
で
あ
る
こ
と
を
表

す
る
語
句
を
冠
す
る
大
会
で
1
位
か
ら

3
位
ま
で
の
成
績
を
挙
げ
た
方
お
よ
び

県
大
会
で
1
位
の
成
績
を
挙
げ
た
方
。

・
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
／
選
考
委
員
会
で
表

彰
に
値
す
る
と
認
め
た
方
。

●
対
象
期
間
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3

年
）
1
月
1
日
～
12
月
31
日

※
個
人
ま
た
は
団
体
の
当
該
年
最
高
の
成

績
が
対
象

●
推
薦
期
限
／
令
和
６
年
（
2
0
2
４

年
）
1
月
11
日
（
木
）

●
表
彰
式
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）

3
月
9
日
（
土
）
を
予
定

問

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

所
得
税
な
ど
の
申
告
は

e
‐
T
a
x
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
所
得
税
な
ど
の

申
告
書
を
作
成
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
で
き

ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
連
携
す
る

と
控
除
証
明
書
な
ど
の
必
要
書
類
の
デ
ー

タ
を
申
告
書
へ
自
動
で
入
力
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み
取
り
対
応

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
利
用
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

・
税
務
署
へ
行
か
な
く
て
も
自
宅
か
ら
申

告
が
可
能
。

・
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地
震
保
険

料
控
除
証
明
書
な
ど
の
添
付
書
類
は
、

記
載
内
容
を
入
力
・
送
信
す
れ
ば
提
出

や
提
示
が
不
要
。

※
法
定
申
告
期
限
な
ど
か
ら
5
年
間
は
、

税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
や
提
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
自
宅
か
ら
ｅ
‐
T
a
x
で
提
出
さ
れ

た
還
付
申
告
は
、3
週
間
程
度
で
還
付
。

・
確
定
申
告
期
間
中
は
、
24
時
間
い
つ
で

も
利
用
可
能
。

※
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を
除
く
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

募 

集

◆
◆
◆

第
19
回
有
田
川
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

候
補
者
の
推
薦

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
な
ら
び
に
奨
励
と
向
上

を
図
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
成
績
が
優

秀
な
選
手
お
よ
び
団
体
に
「
有
田
川
町
ス

ポ
ー
ツ
表
彰
」
を
贈
り
、
表
彰
し
ま
す
。

次
の
選
考
基
準
に
基
づ
き
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
①
町
内
に
在
住
す
る
方

②
町
内
に
所
在
す
る
団
体

③
町
出
身
の
社
会
人
ま
た
は
大
学
生
お
よ

び
こ
れ
に
準
ず
る
学
生

④
町
外
の
出
身
で
町
内
の
学
校
に
在
学
す

る
学
生
の
う
ち
相
当
の
成
績
を
収
め
た

方
●
選
考
基
準

・
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
／
国
際
大
会
に
お
い
て

入
賞
し
た
方
。
国
内
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
お
い
て
特
に
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
た

方
。

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
／
「
全
日
本
」
な
ど
、
全

国
規
模
を
表
す
語
句
を
冠
す
る
大
会

で
、
1
位
か
ら
3
位
ま
で
の
成
績
を
挙

げ
た
方
。

・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
／
「
全
日
本
」
な
ど
、

全
国
規
模
を
表
す
語
句
を
冠
す
る
大
会

で
入
賞
し
た
方
。「
近
畿
」「
関
西
」
な

お知らせお知らせ
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防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）
1
月
11
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
令
和
6

年
（
2
0
2
4
年
）
1
月
14
日
（
日
）

～
17
日
（
水
） 【
身
体
検
査
・
面
接
】

令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
1
月
20

日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

・
資
格
／
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
17
歳

未
満
の
男
子

・
受
付
期
間
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）
1
月
5
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）

1
月
13
日
（
土
）

※
予
備
日
／
1
月
14
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

案 

内

◆
◆
◆

第
75
回
人
権
週
間

～
誰
か
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
～

12
月
10
日（
日
）は「
人
権
デ
ー
」で
す
。

1
9
4
8
年
の
こ
の
日
に
国
連
で
「
世

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
今
年
で
75

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
世
界
中
の
全
て
の

人
は
み
ん
な
同
じ
人
権
を
持
つ
、
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

や
生
き
方
の
違
い
を
大
切
に
し
て
、
全
て

の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
豊
か
な
社
会

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

【
人
権
の
つ
ど
い
】

●
日
時
／
12
月
9
日
（
土
）
13
時
～
16
時

●
場
所
／
丹
鶴
ホ
ー
ル
（
新
宮
市
下
本
町

二
丁
目
2
‐
1
）

●
内
容

・
第
一
部
／
近
畿
大
学
附
属
新
宮
高
等
学

校
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

・
第
二
部
／
令
和
５
年
度
（
2
0
2
3

年
度
）
和
歌
山
県
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
、
第
42
回
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
和
歌
山
県

大
会
表
彰
式
と
作
文
朗
読

・
第
三
部
／
人
権
講
演
会
（
講
師 

桂
枝

曾
丸
）「
育
て
方
・
育
て
ら
れ
方
」

●
定
員
／
４
０
０
人
（
先
着
・
入
場
無
料
）

●
参
加
方
法
／
事
前
申
し
込
み
（
申
し
込

み
状
況
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
事
前

申
し
込
み
が
な
く
て
も
入
場
可
）

●
申
込
先
／
和
歌
山
県
東
牟
婁
振
興
局

総
務
県
民
課
☎
0
7
3
5
‐
２
１
‐

9
6
0
7

●
そ
の
他

・
駐
車
場
あ
り（
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。）

・
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

問

和
歌
山
県
東
牟
婁
振
興
局
総
務
県
民
課

☎
0
7
3
5
‐
２
１
‐
9
6
0
7

地
籍
調
査
の
成
果
の
閲
覧
実
施

令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）
に
地

籍
調
査
（
現
地
調
査
）
を
実
施
し
た
次
の
地

区
に
つ
い
て
、成
果
の
閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
は
必
ず
期
間
内
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
こ
の
期
間
内
に
の
み
、
誤
り
等

の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
・
場
所

・
12
月
1
日
（
金
）
～
28
日
（
木
）
9
時

～
17
時
／
金
屋
庁
舎
2
階 

地
籍
調
査

課
内

※
期
間
中
の
土
日
は
除
く
。

●
地
区

・
大
字
川
合
字
南
谷

問

地
籍
調
査
課
（
金
屋
庁
舎
）

お知らせお知らせ
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有田川防災公園（仮）基本計画策定に関する

オープンハウス型説明会の開催
パブリックコメント（意見募集）実施

有田川町では、「都市計画法」に基づき、おおむね 20 年後のまちの姿を展望しつつ、町全体の将来像や土
地利用、都市施設整備のあり方などを明確にし、都市計画の基本的な方針を定めるため、令和 5 年（2023 年）
6 月 1 日に都市計画マスタープランを策定しました。都市計画マスタープラン策定のために令和 3 年（2021
年）10 月に 2,000 人を対象とした住民アンケートを行った結果、「公園・緑地の整備及びスポーツ・レクリエー
ションの施設の整備」に関する意見が多く、中でも公園整備については「都市防災の避難地となる公園の防
災機能の向上や整備」が望まれていました。本公園予定地は、有田川町都市計画マスタープランに防災公園
として位置づけられ、平常時は町民の方々に愛される憩いの場として、災害時は防災拠点として活用できる
防災公園として整備を進めるにあたり、防災公園基本計画に関するアンケートや有田川町防災計画等を踏ま
え有田川防災公園（仮）基本計画（案）を策定しましたので、オープンハウス形式による説明会を開催しま
す。また、広く皆さまの意見を募集するためパブリックコメント（意見募集）も併せて実施します。

回 日時 会場
第 1 回目 12 月 15 日（金）8:30 ～ 17:00

きびドーム
2 階

多目的研修室
第 2 回目 12 月 16 日（土）8:30 ～ 17:00

第 3 回目 12 月 17 日（日）8:30 ～ 17:00

①意見提出期間 12 月 8 日（金）～令和 6 年（2024 年）1 月 10 日（水）　8:30 ～ 17:15（役場開庁日時に伴う）
※郵送の場合は、令和 6 年 1 月 10 日（水）消印有効

②応募資格 町内に在住・在勤・在学・事務所または事業所を有する方

③閲覧場所 吉備庁舎 2 階建設課／金屋庁舎 1 階ロビー／清水行政局 2 階建設環境室
※町ホームページでも公開します。

④提出方法 住所および氏名を明記の上、電子メール・郵送・ＦＡＸ・持参のいずれかの方法で建設課に提出してください。

⑤意見の取り扱い 提出された意見を整理し、後日町の考えとともに町ホームページで公表します。公表の際、意見を
提出された方の住所・氏名は公開しません。また、個々の意見に対し、直接の回答はしません。

説明会開催日時・場所

有田川防災公園（仮）基本計画についてのパブリックコメント（意見募集）実施

─ オープンハウス形式の説明会 ─
説明パネルなどを展示し、事前予約は不要で開催

中は参加者が自由に閲覧できます。質問がある方には
担当職員からご説明させていただきます。見るだけで
も結構ですのでお気軽にご参加ください。

問建設課（吉備庁舎）

お知らせお知らせ
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月 火 水 木 金 土 日
1
□健康フェア

（清水保健センター）
　【住民福祉室】
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2
□ AKI ☆ DEN 大会

（きび体育館周辺）
　【社会教育課】

3
□第 10 回しみず
　ふるさとまつり

（清水行政局）
【産業振興室】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

4 5
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□議会本会議
【議会事務局】

6
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

7
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

8 9
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

10
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

11 12
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おひざでだっこ
のおはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

13 14
□議会本会議

（一般質問）
【議会事務局】

15
□議会本会議

（一般質問）
【議会事務局】

□手話講習会
ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

16 17
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

18 19
□議会本会議

【議会事務局】

20
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

21
□人権特設相談所

（きび保健福祉センター）
　【総務課】

22 23
□おはなし会

（しみず図書室）
【しみず図書室】

24
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

25
□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

26
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

27
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

28 29
□役場各庁舎・行政

局などの閉庁期間
※ 1/3 まで

30 31

1/1 元日 2 3 4

12月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□運動教室（きび保健福祉センター）【健康推進課】
□第 6 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 6 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 6 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】
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明
恵
上
人
の
一
番
弟
子
で
あ
っ
た
喜き
か
い海
は
、
上
人
が
亡
く
な
っ
た

４
年
後
の
嘉か
て
い禎

２
年
（
１
２
３
６
年
）
に
、
上
人
の
修
行
地
に
生
誕

地
を
加
え
た
８
カ
所
に
木
製
の
卒そ

と

ば
塔
婆
を
建
て
、
上
人
の
遺
跡
と
し

て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
八
所
遺
跡
と
呼
ば

れ
、
そ
の
内
の
７
カ
所
が
明
恵
紀
州
遺
跡
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
中
西
正
雄
氏
（
１
８
９
８
年
～

１
９
８
９
年
）
は
、
有
田
川
町
糸
野
の
出
身
で
、
戦
前
か
ら
明
恵
紀

州
遺
跡
の
顕
彰
に
生
涯
を
か
け
た
郷
土
史
家
で
し
た
。

中
西
氏
は
、
明
治
31
年
（
１
８
９
８
年
）
に
生
誕
し
、
師
範
学

校
を
卒
業
後
、
教
師
の
道
へ
と
進
み
、
宮
原
尋
常
高
等
小
学
校
学

長
や
丹
生
小
学
校
長
、
鳥
屋
城
国
民
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し

た
。
終
戦
を
機
に
48
歳
で
教
職
を
辞
し
た
後
は
、
家
業
の
農
業
に

従
事
し
な
が
ら
明
恵
上
人
や
地
域
史
の
調
査
研
究
に
精
力
的
に
取

り
組
み
、
金
屋
町
文
化
財
保
護
委
員
や
金
屋
町
誌
編
さ
ん
委
員
を

務
め
ま
し
た
。「
公
民
館
報
か
な
や
」
で
は
、
10
年
間
に
わ
た
っ

て
明
恵
上
人
の
長
期
連
載
を
行
う
な
ど
、
普
及
活
動
に
も
尽
力
し

て
い
ま
す
。
中
西
氏
は
、
早
く
か
ら
明
恵
上
人
や
地
域
史
に
対
す

る
関
心
を
深
め
て
い
た
よ
う
で
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
和
歌

明
恵
紀
州
遺
跡
と
中
西
正
雄

山
県
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
田
殿
小
学
校
へ
赴
任
す
る
や
、
明

恵
の
修
行
地
の
中
で
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
た
崎
山
遺
跡
と

神
谷
後
峰
遺
跡
の
調
査
を
始
め
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
崎
山

遺
跡
の
所
在
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
神
谷
後
峰
遺
跡

に
つ
い
て
は
古
老
か
ら
「
上
人
谷
」
の
地
名
を
聞
き
取
り
、
船

坂
の
地
で
田
の
畔
に
埋
も
れ
た
卒
塔
婆
を
発
見
す
る
に
至
り
ま

し
た
。
中
西
氏
が
残
し
た
調
査
記
録
は
、
今
日
に
お
い
て
も
明

恵
紀
州
遺
跡
を
研
究
す
る
上
で
の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
戦
前
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
は
貴
重
で
す
。

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）、
和
歌
山
市
在
住
で
明
恵
上
人

の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
た
浜
田
康
三
郎
氏
と
出
会
っ
た
こ
と

が
大
き
な
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
中
西
氏
と
浜
田
氏
は
、
八
所

遺
跡
の
荒
廃
し
た
状
況
を
憂
い
、
明
恵
上
人
七
百
周
年
忌
を
機

に
、史
跡
指
定
を
目
標
と
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

中
西
氏
ら
は
現
地
調
査
と
史
実
の
研
究
に
と
り
か
か
る
と
と
も

に
、
遺
跡
の
保
存
と
遺
徳
の
顕
彰
を
志
す
同
志
を
広
く
募
り
ま

し
た
。
中
西
氏
ら
の
行
動
が
動
機
と
な
っ
た
史
跡
指
定
は
順
調

に
進
み
、
昭
和
６
年
（
1
9
3
1
年
）
６
月
３
日
に
は
「
明

恵
紀
州
遺
跡
率そ

都と

婆ば

」
と
し
て
国

史
跡
の
指
定
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
日
、
明
恵
紀
州

遺
跡
が
史
跡
と
し
て
保
護
さ
れ
て

い
る
の
は
、
先
人
た
ち
の
明
恵
上

人
を
思
う
熱
い
ま
な
ざ
し
が
あ
っ

た
か
ら
に
相
違
な
く
、
そ
の
功
労

者
の
一
人
が
中
西
氏
で
あ
っ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

吉原遺跡で説明する中西正雄氏

そ
の
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